
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭 和 4］年 9 月 1 日 1111− 75

研 究 速 報

人下垂体性 ゴ ナ ド トロ ピ ン （HPG ）に 依 る

人排卵誘発成績

群 馬 大 学 医 学 部産科 婦 人科 学 教 室
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　性腺刺戟ホ ル モ ン 療法は過去35年間に わ た つ て 行 な わ

れ て 来 たが ，そ の 主 な も の は 妊 馬 血 清性 性 腺 刺戟ホ ル モ

ン （PMS ） と人絨毛性性腺刺戟 ホ ル モ ン （HCG ）と

の 合併或は 単独に依るもの であつ た ．こ れ等 に つ い て は
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阿1D ） に依 る詳細な報告が あ る．　 しか しな が らそ

の 効果は か な らず し も完全 に満足の ゆ くもの で は な か

つ た．そ の 理 山に つ い て は 異種動物蛋 白 に対す る抗体産

生 ，ホ ル モ ン の 種特異性な どの 可能性が挙げ ら れ て い

る．

　近年，下垂体性成長ホ ル モ ン は 人及 び 猿の 下輩体 か ら

抽 出さ れたもの の みが 入体 に有効で，他種動物山来 の も

の は 無効 な こ とが 明 らか に され ，人 排卵誘発に対して も

入下垂 体 よ り抽出 さ れ た gonadotrophin の 効果が 期待

され る に 至 つ た ．そ して1958年 Gemzell ら
11 ｝

は無月経

婦人 に 初 め て 人下垂体性性腺刺戟ホ ル モ ン （HPFSH ）

を投与して 卵胞発育と尿中 estrogen の 上昇を認 め た こ

とを報告 し ， そ の 後 Gemzellibny1G），　 Buxton ＆ Herrma −

nnL7   Bettendorf　 faie），　Apostolakis他 19 ），　Crooke 他
2ω

等

が 同様HPFSH を用 い て か な り高 い 排卵誘発成績を発

表して い る．本邦では始めて 私共 が
1D ｝1962年に HPG を

作成 し，4 例の 臨床実験 を試 み たが 1 日の 投 与 量 が 1 〜

2   に す ぎな か つ た た め か 全例無効で あ つ た ．今回は 強

力 な HPG を用い て治療を行っ た の で報告す る．

　　　　　　実験 材料並 びに 実験方法

　今回の 実験に 用い られ た HPG は 年令或は性 に無関係

に遺体解剖の 際に集 め られ た 人 下垂 体前葉か ら Gemzeil

他
11 ］

の 抽出法 及 び 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム 沈澱法 とに依 り慰 こ

Roos ＆ Gemzel12 ’〕 22 〕

に依っ て 純化 され た もの で，　 F　S

H 活性 は NIH −FSHS2 の 1．2倍の 活性 を も つ 他，1mg

中に30iuの HCG に柑当す る LH を 混有す る． 投与法

は HPG2 又 は 4mgを始 め の 3例で は 生 理食塩水 に ，後

の 2 例 で は PVP 溶 液 〔プ ヲ ス ゲ ン ） に溶解 し， 毎 日

2 ，又は 翻 慝筋注 した ．子宮頚管粘液量 を毎 日測定 し，

頚管粘液量 が 4〔〕Orn 皿
3

に達し卵胞が成熟した と考え ら

れ た らHI 》 G を 中止 しHCG3000i ．u ・を 4〜7 日間投 与

した ．HPG 注射 に も 拘 らず頚管粘液の 増量 しな い 時 に

は，腟 ス メ ア の maturation 　 index （MI ）〔ζ よ り卵胞成

熟度 を推測 した．治 療の 対象 と した患者 は 5例 で何 れ も

重症 な 第 2度無 月経 で あ り ， 無月経期閥は 3〜 9年で ク

ロ ミ 7 エ ン ，PMS ，HCG を含む あ らゆ る治療 に 抵抗

した 症例で あ る．な お アめ尿 中 ホ ル モ ン 測定 に依 つ て 卵

巣 性 でな い こ と を確 め た ．臨床効果は毎日の 基礎体温測

定 ，腟 ス メ ア ， 頚管粘液，卵巣 の 触蕋参，可能な 限 り内膜検

査 を行 つ て 確 め た． 尿 中の estrone ，　estradiul ，　estriol ，

pregnaned 三〇1，　17−ketosteroid
，　　17−hydroxycorticoids，

FSH を毎 日 測定 し た が ， そ の 詳細は 後 日 改め て 報告す

る．

　　　　　　　　　 成　 　繽

　症例 1　 26才不 妊 ，初潮 ／5オ 以 来月経τE順であ っ た が

20才の と きか ら無月 経 とな っ た．こ れ ま でに Kaufma −

n 且 療法，corticoid ，　 F6066 ，ク ロ ミ フ エ ン ，　 PMS 療法

等行 つ て来 たが 全く無効であっ た，今同HPG を11日間

に わ た つ て合計 38mg注射，引続い て HCG3000 量．u ．宛 5

日　ma投SJ・し，HPGI 主射開始後15 日 口 ，HCG 注射開始

後 4H 目に 排卵 を誘発 し得た ．

　症例 2　 29才不妊 ， 初潮 17才以来月経不順であり，数

年 して無 月経 とな つ た，その 後種 々 治 療 を行い 4 年前 に
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は都内某病院で卵巣楔状切除を受けた．その 餃estlogen
，

gestagen，　
corticoid ，ク ロ ミ フ エ ン ，　 PMS ，HCG ，

甲状腺剤，間脳照射等をうけ た が 排卵 は 起 らな か つ た．

HPG を 15H間 に わ た つ て 合計51ug投与 し，その 後HC

G30eOi．u ．宛 6 日間注射 ，
　 HPG 開始後17日 目 ，HcG

注射開始後 2H 目 に排卵 し た ．

　症例 3　 27才不妊 ，初潮 1τ才 以 来月経不順で，24才 で

結婚 した が 結婚後無月経 となつ た．その 時 よ り estrogen
，

gestagen，　 F6066 ，ク ロ ミ フ ニ ン ，　 H 　C 　G の 治 療を うけ た

が 排卵 は起 らな か つ た ，今回 HPG を 9 日間 に わ た つ て

合計 2加 g投 ひ，モ れ に 引続い て HCG3000i ．u ・宛 5 日閥

注 射 ，HPG 開 始後 9 日醤 に 排卵 した ．

　症例 4　30才不 妊 ， 初潮13オ 以 後不 規則 で 3ヵ 月 に 1

回 位あ っ た．24才 で結婚 ， そ の 後 BBT 測定 に よ り 無俳

卵であ る こ とが 判 明 し，estrogen
，
　gestagen，

　F6066
， ク ロ

ミ フ エ ン ，PMS ，HCG 等の 投与を受けたが 排卵は 起

らず ，今回 HPG を 6 日 間 に わ た つ て 合計 24111g使 用 ，そ

の後HCG3000i ．u 宛 7 日間投 与 した ．　 HCG 注射開始

後 3 日 目 に排卵が 起 つ た ．

　症例 5　 26才 不妊 ，初潮 15才 でそ の 憂間 も な く規 則 的

に な て丿 た が ，20才頃 よ りイく順 とな つ た ，23才 か ら無 月 経

とな り estrogen 治療を うけな い と月経 は な か っ た ．そ

の爰各種estrogerl
，
　gestagen ，

　PMS
，
　HCG

， ク P ミ フ エ ン

等の 投与 を うけた が 排卵 は 起 らず HPG を 4 日 問に合計

16mgそ の 後 HCG3000i ．u ．宛 4 日間使用 レた 、　 HCG 注

射開始綬 2 口 目に排卵 し た．

　 な お 治療全経過中発熱 と か注射 部位の 局所反応等の 副

作用 は 見 られ な か っ た ，

　　　　　　　　　 結　 　語

　従 来 各種の 排卵 誘発法が す べ て 無効 で あ っ た 5 例の 第

2度無 月経婦人 に対し，人 下垂 体前葉か ら Gemzell ら

と Reos ら に よ つ て 抽出され た人
．
ド垂 体性 gonadotroP −

hin （HPG ） を 2 〜 4皿g宛 4〜15日間に 連 日注 射 し，頚

管粘液量 乂 は 瞳 ス メァ 検査 に よ り卵胞が 成熟した と考 え

られ る 時期 に HCG を3000i．u・宛注射す る こ とに よ り ，

全例 に 排卵誘発 を み た．5 例中妊娠は 1 例もな か つ た が ，

排卵成功 は 各種検査結果 か らみ て 否定出来な い ．本報告

は HPG に よ る人 排卵誘発成功の 本邦に 於 け る最初の 報

告 で あ り，IIPG 療法 が 従 来 困難 だっ た人 排卵 誘発 に 極

め て 優れ た 画期的な効果 を もつ こ と を実証 したもの であ

る ．

　 終 り に 11PG 抽 出 の 労 を と ら れ た Sweden
，
　UpP9．　ala

大学 Gemzell 教 授 及 び Paul　 Roos 博 士 に 深 謝 し， ド

垂 体 収 集 に 協 カ
ー
ドさ つ た 愛 育病 院 津 野 清 男 部 長 ，鈴 木善

雄 学 士 に 感 謝 す る ，
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